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はじめに
学校が取り組むべき最優先課題の 1つがいじめ問題の解決であることは，多くの国々に共通してい
る。日本でも，2013年にいじめ防止対策推進法が制定されたことを受けて，各学校では実情に応じ
た新たな取り組みが進められている。その中で，児童・生徒に対する対策と並んで重要な対策として
忘れてならないのは保護者への啓発と連携である。一口に連携と言っても，ひとたびいじめ事案が発
生すれば，いじめられた側やいじめた側の双方の保護者と学校との連携がいかに難しいかは筆者の教
員経験からも，報道されているいじめ自殺事件などからも明白である。事が起きてからの連携だけ
ではなく，いじめを予防したり被害を最小限に食い止めたりするための啓発がいっそう求められて
いる。
文部科学省は，そのホームページ上に「いじめ問題への文部科学省の取り組み」と題するサイトを
設け，いじめ相談窓口の案内やこれまでに発表した方針や通知，調査結果，会議報告などを載せてい
る。保護者への啓発や保護者と学校との連携に関するページは設けられていない。教育委員会レベル
では，例えば横浜市教育委員会のホームページ上にはいじめ根絶をめざすための保護者向けリーフ
レットがアップされている。そこには，いじめのサインやいじめに気づいた場合の対応や相談方法な
どが載せられている。また，これとは別にスマート・フォンや携帯電話の安全な利用に関する保護者
向け資料もアップされている。しかし，学校の対応に不満を感じた場合の対応方法や関連資料や外部
機関の紹介などには触れられていない。本稿で取り上げるカナダのブリティッシュ・コロンビア州
（以下 BC州）では，これまでに保護者に向けたいじめ問題解消のためのいくつかの文書資料が，教
育省などから発表されている。それらの内容にはオンブズマンに関する記述や多方面にわたる外部機
関の紹介なども含まれている。さらに教育省が 2012年に立ち上げたいじめ解消プロジェクト『イレ
イズ・ブーリング（ERASE Bulling）』（１）のウェブサイトの中には，保護者向けのページが設置されて
保護者への啓発と保護者との連携が目指されている。
本稿では，BC州で 2003年以降に発表された保護者を対象とした文書資料の内容と，2012年以降
『イレイズ・ブーリング』のサイトで提供されている保護者への情報内容を明らかにして，BC州教
育省がめざす保護者への啓発の特色を考察することを目的とする。
先行研究としては，オルヴェウスが，学校は「いじめ防止プログラム」に保護者を関わらせるべき
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であると述べ，保護者や家庭をプログラムの実施に巻き込む方法を提案している（２）。クレイグ，ペ
プラー，カミングスは，2013年に北米初の保護者向けガイドブックを出版し，保護者がいじめ防止
のために何を知る必要があるかを，人間関係の観点から啓発した（３）。森田は，1997年に仲間の研究
者とともに行った全国調査の結果から，自分の子どもがいじめをしたことを知らない親が 9割を超え
ている点に着目し，家庭におけるコミュニケーションの問題だけでなく親の倫理観の欠如があると
し，社会的な責任倫理の醸成が家庭教育にも社会全体にも必要になっていると述べている（４）。砂川
は，いじめを防ぐために保護者ができることとして，学校と保護者が一緒に研修を行うこと，学校と
上手に連携すること，大人が自分自身の行動のセルフチェックを行うこと，を提案している（５）。
以上の先行研究においては，保護者への啓発や保護者との連携の重要性は述べられているが，実際
に行われている啓発の具体例には触れられていない。そこで，本稿では BC州がいじめ防止のために
保護者との望ましい連携をめざして発信する啓発の内容を分析し，その特色を考察する。なお，本稿
における「保護者」は，BC州教育省などが文書中で用いている“Parents”を指す。
１．保護者向けの文書資料に見る啓発内容
1990年代終わりに本格的にいじめ予防対策に乗り出した BC州教育省は，いじめや嫌がらせや脅
迫のない安全な学校を築くための計画を 2003年に立ち上げ，そのための教育政策を 2004年に策定し
た。政策名は「安全で思いやりのある学校コミュニティ（Safe and Caring School Communities）」（６）
である。これらの計画や政策にかかわり BC州教育省は学校関係者や保護者に向けて，多数の参考資
料を提供している（７）。ここでは，その中から保護者向けに発表された資料を取り上げて内容を見て
いく。1つめは，2003年に発表された「それを安全と呼ぶ（Call it Safe）」（８）である。2つめは，「いじめ，
嫌がらせ，脅迫から子供たちを守るために―協力して安全な学習環境を作る：幼稚園児から 12年生
の保護者のためのガイド（日本語版）」（９）である。3つめは「父母の方へのインターネットを安全に
利用するためのヒント（日本語版）」（10）である。1つめ以外の資料は日本語版を含む多言語で提供さ
れている。
1-1　資料「それを安全と呼ぶ」の内容
「それを安全と呼ぶ」は，2003年に BC州保護者諮問委員会連合（BC Confederation of Parent 
Advisory Councils）（11）によって作成された。作成にあたっては BC州教育省を通して資金援助がなさ
れた。小学校（K－7学年）の保護者向けと中等学校（8－12学年）の保護者向けの 2種類が，英語
と仏語を含む 6言語で作成された。小学校用はいじめに，中等学校用は嫌がらせと脅迫に焦点を当て
て作成されている。この資料の内容の概要を知るためにそれぞれの目次を以下に示した。ここでは，
目次にそって内容を見ていく。
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（1）いじめ，嫌がらせ，脅迫の定義
いじめとは他者を傷つけたり不快にさせたりする攻撃的な行動パターンであり，いじめには 3つの
タイプがある。それは，身体的いじめ，言葉によるいじめ，社会的いじめ（仲間はずしなど）である。
さらに，いじめは誰でも行う可能性があり，いじめは学校の内外で起こり得ると述べられている。嫌
がらせとは，他者を傷つけ，他者に下品で屈辱的で攻撃的な行いや言動をすることを指す。また，脅
迫とは誰かに何かをすることやしないことを強要したり，あるいはそのような影響を与えたりするた
めに，恐怖を引き起こす行為を指す。さらに，いじめや嫌がらせや脅迫は表から見えにくく隠される
ことがあり得るとして，これらの問題が起きている場合の異変や兆候の例が挙げられている。それは
小学校と中等学校のどちらの子どもにも共通して，みじめな扱いを受けているという不満をもらすこ
とや，不眠や食欲不振やきょうだいへの攻撃などの行動の変化，所持金や持ち物の変化，懲戒処分へ
の言及，などである。中等学校保護者には，理由を曖昧にしたまま子どもが中退について話すことも
例として挙げられている。
（2）保護者にできること
保護者にできることは，我が子の話を注意深く聞くこと，どうしたら子どもを救えるかを決めるこ
と，学校とともに動くこと，が挙げられ，それぞれについて解説されている。例えば，学校とともに
動くことについて，小学校では，前向きな問題解決を成し遂げるためにまず行うこととして，保護者
が学校教職員の中の適切な相手に連絡して状況を記録することを推奨している。その相手は問題の大
きさによって教師，校長，学校区の最高責任者などというように変わるとし，解決の過程では次のよ
うな点を話し合うように助言している。それは，①誰が相談者の訴えを調べてくれるのか，そしてそ
表 1　「それを安全と呼ぶ」の目次
小学校保護者用 中等学校保護者用
①いじめとは何か
　◦誰がいじめるのか
②保護者にできること
　◦注意深く子どもの話を聞こう
　◦どのように助けるのかを決めよう
　◦学校とともに動こう
③適切な手続きを使おう
　◦学校外のサポートを集めよう
④我が子が被害者になったとき
⑤我が子が傍観者のとき
⑥我が子がいじめをしているとき
⑦抗議できる権利
　◦セルフ―ヘルプ　ガイド
⑧保護者諮問委員会の役割
⑨あなたの学校はどれくらい安全か
⑩保護者が知る必要のあること：権利と責任
　◦推奨資料
　◦関係機関
①嫌がらせと脅迫とは何か
　◦誰が嫌がらせをするのか
②保護者にできること
　◦注意深く子どもの話を聞こう
　◦どのように助けるのかを決めよう
　◦学校とともに動こう
③適切な手続きを使おう
　◦学校外のサポートを集めよう
④我が子が被害者になったとき
⑤我が子が傍観者のとき
⑥我が子が嫌がらせをしているとき
⑦抗議できる権利
　◦セルフ―ヘルプ　ガイド
⑧保護者諮問委員会の役割
⑨あなたの学校はどれくらい安全か
⑩保護者が知る必要のあること：権利と責任
　◦推奨資料
　◦関係機関
出典：BC Confederation of Parent Advisory Councils （2003）, Call it Safe,より筆者作成
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れはいつか，②いつその人物が相談者に返事をし，どんな情報を相談者は期待することができるのか，
③どのように学校は問題の調査中に相談者の子どもの安全を守るのか，④相談者の子どものアイデン
ティティとプライバシーは，報復を防ぐためにどのように守られるのか，⑤相談者の子どもに感情面
や心理面の支援が必要な場合に学校内や学校区でどのようなサービスの利用が可能であるか，の 5点
である。中等学校においても，学校とともに動くことについては小学校とほぼ同様の記述となってい
る。追加されている点は，例えば嫌がらせをしている疑いのある人物の監督などといった，調査中の
状況を学校がどのように監視していくかを質問できることや，状況をよくするための効果的な対応の
必要性や子どものアイデンティティと個人情報を守る必要性を強調できること，である。
（3）適切な手続き
学校とともに動く上では，正しい手続きや学校外の支援も大事であることが示され，学校区が掲げ
るいじめや嫌がらせに対処する方針と手続きを知ることが推奨されている。そして，それらの方針や
手続きは，すべての人々の尊厳と尊重と理解をはっきりと示し，いじめや嫌がらせや差別を許さず，
多様性を尊重する学校コミュニティを築くための枠組みを提供する。また，我が子の安全が脅かされ
ていると思ったら警察を含む外部機関へ通報することも奨めている。
（4）子どもが被害者の場合
子どもが被害者の場合に親が学校に要求できることは以下のように示されている。
表 2　子どもが被害者の場合に保護者が学校に要求できること
小学校の保護者 中等学校の保護者
◦ 迅速な状況調査
◦ 訴えに対する仕返しを起こさせない約束，ま
たはもし起きてしまったら直ちに対処する約
束
◦ 更なるいじめを防ぐ計画
◦ もし転校が必要な場合，我が子は学校に残り
いじめた子が別の環境に移されること
◦ いじめによる影響に対応するための適切なカ
ウンセリング
◦ もし照会してもらうのがいい場合の外部機関
についての情報
◦ もしいじめの恐怖で学校に行けない場合の転
校
◦ 面接を含むすべての会議に同行できる，保護
者が選んだ人
◦ 調査ではどのように秘密が守られるかについ
ての情報
◦ もし子どもが調査する人との面接を受けたら，
面接の記録や書き起こしや陳述の記録
◦ ただちに子どもが苦情調査訓練を受けた権威
ある人物に紹介されること
◦ 子どもが選んだ人物がすべての面接時に出席
できること
◦ 調査でどのように秘密が守られるのか教えて
もらえること
◦ 訴えに対する仕返しは許されないことを明確
にしてもらい，もし仕返しをされたら学校は
どう対処するかを説明してもらうこと
◦ 子どもが調査を担当する人物と面接をした場
合に，面接記録や陳述記録を提供されること
◦ どのように学校がこれ以上の嫌がらせを防ぐ
のか明確な理解が得られること
◦ 子どもは学校にとどまること，および必要が
あれば嫌がらせをした人物が転校すること
◦ もし嫌がらせや脅迫の恐怖によって通学でき
ない場合，代わりの場所で行われる教育プロ
グラムを提供されること
◦ 嫌がらせによる影響に対応するための適切な
カウンセリングを提供されること
◦ 警察やメンタルヘルス専門機関などの外部関
係機関を学校が子どもに照会するのかどうか，
その理由は何かを説明してもらえること
出典：BC confederation of Parent Advisory Councils（2003）, Call it Safe, より筆者作成
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（5）子どもが傍観者の場合
ここでは傍観者の心理として「自分がいじめや嫌がらせを受けるだろう」，「被害者がもっといじめ
や嫌がらせをされるだろう」，「状況はもっとエスカレートし，自分もトラブルに巻き込まれるだろ
う」，「他の児童生徒やスタッフからの助けは何もないだろう」という典型が示され，子どもたちのこ
のような心理をふまえた上で，親には子どもが思い切って話すためのスキルと勇気を高める役割があ
るとした。また，いじめや嫌がらせは当事者だけでなく皆に影響を与え，沈黙は問題を悪くするだけ
であるとして，話すことの重要性が訴えられている。さらに，いじめや嫌がらせを目撃して親や教師
に話す場合にも，被害者が守られるのと同じ保護策が講じられることをはっきり子どもにわからせる
ことの重要性も述べられている。最後に，いじめや嫌がらせをされたり見たりしたときに電話やメー
ルで相談できる組織として The Youth Against Violence Line（12）が紹介されている。
（6）子どもがいじめや嫌がらせをしている場合
ここでは初めに，自分の子どもが加害者の場合に子ども本人や学校にとって加害者の親としての協
力が必要であることや，その協力はすべての子どもたちや教職員に安全な環境を提供するためである
ことが述べられている。そして，冷静さを保って学校と一緒に動くことで我が子がいじめや嫌がらせ
を行った要因を特定し，それに焦点を当てるために協力することができるとしている。さらに我が子
とともに被害者への償いの方法を見つけることを奨めている。特に強調されているのは，自分の子ど
もが不適切なのではなく，その行動が不適切だということであり，その点を忘れてはならないとして
いる。また，調査や懲戒のプロセスでは公正な扱いを求めながら自分の子どもを支えるように求めて
いる。
関連する資料として「停学に焦点を当てて」（Focus on Suspension: A Resource for Schools）（13）が
紹介され，特に中等学校保護者に向けてはこの資料内で解説されている『生活スキル向上プログラ
ム』の内容も示されている。それらは，①嫌がらせの防止，②怒りのマネージメント，③対立の解決，
④正義の回復，⑤大人によるメンタリング，⑥カウンセリング，⑦土曜学校，である。
（7）抗議できる権利
保護者は教育委員会に対して，いかなる決定の見直し，あるいは決定を怠ったことの見直しを求め
る権利，すなわち「抗議する権利」があり，その求めが公正に扱われなかったと思う場合にはオンブ
ズマンに連絡し調査してもらうことができる。この連絡先が明記されるとともに，抗議の際に役立つ
「いじめ自己救済ガイド」と名付けられたフォームが用意されている。このフォームには，出来事の
詳細を我が子の言葉で記録する欄，どんな出来事なのかを明確に述べる欄，我が子と話し合い問題解
決のためのアイデアを並べる欄が設けられている。さらに，これとば別に日時，アピールした相手，
アピールの方法，どんなアピールをしてどんな成果があったか，を 1回ごとに記録できるフォームも
設けられている。
（8）保護者諮問委員会の役割
保護者諮問委員会の役割は，BC州学校法第 8条（4）に「保護者諮問委員会は，選出された役員
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を通して，教育委員会，校長および教職員に学校に関するいかなる事項についても助言してよい。」
と規定されている。この諮問委員会は親や児童生徒に向けて，いじめ問題にどのように対処すればよ
いかがわかる適切な情報を提供し，次のような 4つの活動を行うことができる。それは，①安全な環
境をつくるために学校が何をしているかを評価する，②安全な学校コミュニティの構築と安全な学校
コミュニティへの参加を推奨する，③いじめをめぐる出来事について詳しい講演者の話を聞く機会を
親や児童生徒に提供する，④学校区の安全な学校をめざす計画を支援し，効果的な予防と介入支援の
プログラムを発展させる，である。
（9）学校の安全を確かめるための質問
次に『あなたの学校はどれくらい安全か』の内容を見てみてよう。ここでは次のようないくつかの
質問を設定している。それらは，「児童生徒，教師，管理職，サポート・スタッフ，保護者，訪問者
はどのくらい歓迎され，大事にされていると感じ，どのくらい学校のことを生活の一部と感じている
か」，「児童生徒にとっての行動規範，大人やスタッフやボランティアにとっての行動規範は何か，行
動規範は掲示されているか，児童生徒の行動規範と大人の行動規範にもし何か違いがあるとしたら，
それは何か」，「性別，人種，言語，財産の程度，性的指向に関わらず環境が安全であるか」，「学校は
どのように多様性の尊重を示しているか」，「過去にどんないじめが起き，それらはどのように記録さ
れ，どのように焦点が当てられ，どんな追跡介入がされたか」，「児童生徒に教えられているいじめに
対する認識はどの程度であるか」，「いじめを予防したりいじめが起きた時に（解決のために）介入し
たりすることに関連する社会的スキルを学校はどのように教えているか」，など 10項目にわたってい
る。これらの質問への答えによって，保護者は我が子の学校がどの程度安全に力を入れているか判断
することができる。教育省との連名で発行された資料に，ここまで踏み込んだ質問事項がある点は注
目に値するとともに，教育省がいじめ問題にいかに責任をもって対応しているかを表わしているとい
えるだろう。
（10）保護者の権利と責任
保護者がもっている権利と責任は，以下のように示されている。①保護者は自分の子どもが学校で
公平に処遇されていることを確かにする権利と責任がある。②保護者には子どもの出席や学校での行
動と進歩について知らされる権利がある。③保護者には教育委員会に保管されている子どもに関す
るすべての記録を点検する権利がある。④保護者には学校や学校区に関する情報を得る権利がある。
⑤保護者は子どもの教育プログラムについて教師や校長に相談してよい。⑥保護者には子どもの教育
や健康や安全に重大な影響を与える教育委員会による決定や未決定について訴える権利がある。⑦保
護者には保護者諮問委員会に所属する権利がある。⑧故意あるいは不注意な行動によって教育委員会
管轄の物品を壊したり，傷つけたり，なくしたり変形させたりしたという理由で，保護者は子どもと
共に，あるいは別々に法的責任を問われる可能性がある。
（11）参考資料と外部関係機関
最後に「推奨する資料」の内容を見ると，BC州教育省だけでなく他省も発行している学校の安全
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にかかわる多数の資料が紹介されている。また，いじめ問題に関する相談機関も 17か所（14）が紹介さ
れている。
1-2　幼稚園児から 12年生までの保護者用ガイドの内容
この資料は英語版の他にも日本語を含む 13の言語で BC州教育省のホームページ上に提供されて
いる。日本語版タイトルは「いじめ，嫌がらせ，脅迫から子供たちを守るために―協力して安全な学
習環境を作る幼稚園児から 12年生の保護者のためのガイド」である。
内容は，いじめ行動の特定に役立つ兆候の例，教育省や関連機関が提供する有益な資料（15）の紹介，
児童生徒や保護者，学校，教師のそれぞれにできること，行動規範の説明，BC州の学校が期待する
児童生徒像，となっている。
1-3　インターネットの安全利用のための資料「安全とインターネット」の内容
この資料ではインターネットを使う子どもを守るために親が行える対応策として，①インターネッ
ト上の安全を確保するための原則，②子どものオンライン活動の舵取り，③家族のプライバシーを守
る，④リスクを最小限に抑える，という 4項目が示されている。
①では，親自身がインターネットについてよく知るために学び，インターネットを使うときの家庭
内のルールを決めるように奨めている。また，コンピューターを家族の出入り自由な場所に置くこと
によって使用の監督ができると提言している。②では，我が子が閲覧したサイトのチェックや不快な
内容をフィルターするソフトやサービスの導入の検討を奨めるとともに，子ども用検索エンジンのイ
ンストールや子ども専用のブックマークや「お気に入り」特別フォルダの作成を紹介している。③で
は，子どもの写真をウェブ上に掲載しないこと，子どもに家族の個人情報を人に教えないよう教育す
ること，ネット上で見ず知らずの人と話をしないよう教育すること，などが提言されている。④では，
ネット上で知り合った他人とは決して会ってはいけないことを子どもに教え，もし他人から子どもに
電話がかかり始めたら真相を究明するように呼びかけている。さらに，ネット上で嫌がらせを受けた
り不快な思いをさせられたら，親や教師や信頼できる大人に相談すべきであることを子どもに教え，
もし子どもが大人から性的勧誘を受けたり性的画像を受け取ったりした場合は，直ちに警察へ通報す
るように呼びかけている。
この資料の最後には，さらに詳しい情報が得られるサイトのアドレスが紹介されている。
２．いじめ解消プロジェクト『イレイズ・ブーリング』に見る保護者への啓発
『イレイズ・ブーリング』は，2012年に安全な学校戦略の一環として現 BC州首相であるクリス
ティ・クラークが中心となって立ち上げたプロジェクトである。このプロジェクトの内容の 1つに，
子どもたちがいじめを匿名で報告できるツールを含めた新しいオンライン・ツールを作ることがあっ
た。これは現在『イレイズ・ブーリング』というウェブサイトとして機能している。このサイトの構
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成は「ホーム」，「いじめ」，「保護者に向けて」，「青少年に向けて」，「行動への方針」，「安全な学校」，
「ビデオ」，となっている。ここでは，「保護者に向けて」の内容を見ていくこととする。
「保護者に向けて」の構成は，①危険を知らせるサイン，②助けるためにできること，③青少年の
自殺，④インターネット上の安全，⑤性的なゆすり，⑥ソーシャル・メディア・ガイドライン，⑦有
益な資料，となっている。紙面の関係で②，③，⑤の内容を見て行く。①の内容は「それを安全とよ
ぶ」の内容と重なっている。④の内容は前述の保護者向け資料「安全とインターネット」とほぼ同じ
である。⑥は ERASE生徒諮問委員会が作成したガイドラインで，「安全とインターネット」の内容
を生徒向けにさらにわかりやすくして発信されている。
2-1　助けるためにできること
ここでは子どもの行動が悪化する前にいじめの兆候に気づくことの重要性や，子どもに思いやりを
持たせ攻撃的でない身の守り方を教えるための親の役割がいかに大事であるかが述べられている。そ
して，まず子どもと話すことを奨め，子どもとの会話を通して子どもを支援するように啓発している。
さらに，子どもがいじめられている場合といじめている場合の話しかけ方のポイントが具体的に列挙
されている。これは，困っている親や悩んでいる親にとって大きな助けとなる内容である。
次に，いじめの疑いが濃くなった段階での親のとるべき行動が示されている。それは，「我が子の
ための戦略」，「学校への伝え方」，「行動のよき手本」，である。「我が子のための戦略」は，新しい友
人を作る機会を設けること，オンライン・ツールなどを使ったいじめ報告を手伝うこと，など 7つ示
されているが，その中には，自己主張と暴力的攻撃の違いを教えることといういじめ予防の核心をつ
いた内容もあり，正当な自己主張によって自分を自分で守れるように子どもを育てることを親に求め
ている。「学校への伝え方」は，前述した「それを安全と呼ぶ」で示された内容と同じになっている。
すなわち，教室内でのことは担任，それ以外は校長，担任や校長が解決できない場合は教育委員会へ，
ということである。「行動のよき手本」には次の 4点が示されている。
◦ 子どもと話をし，話に耳を傾け，子どもの友だちは誰かを知り，子どもの行動をチェックし，子
どもといっしょに過ごす時間を増やす，などを実際に行う親になる。
◦ 子どもとのふれ合いについて考える。進んで子どもの話を聞いているか。子どもの生活について
質問しているか。子どもの前向きな行動を認め，ほめているか。
◦ 自分自身の行動に注意を払っているか，どのように葛藤を解決しているか，どのように他者の感
情を認めているか，などについて子どもにとってのよい例を示す。
◦ 家庭内での暴力を減らし，テレビや映画やゲームの暴力シーンを見せない。
2-2　青少年の自殺
ここでは 5つのパートに分けて青少年の自殺予防に関する啓発が行われている。それは，「危険を
知らせる兆候」，「親は何をすればよいか」，「リスクの軽減」，「自殺予防とメンタルヘルス資料」，で
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ある。
「危険を知らせる兆候」では，具体的な兆候例が態度と行動に分けて列挙されている。態度面では，
うつ状態や絶望，無目的など 8つの兆候が示され，行動面では，ドラッグやアルコールの使用増加，
成績不振，自己肯定感の低下，集中困難など 11の兆候が示されている。さらにリスク要因として，
次のような属性や経験があるといっそう自殺のリスクが高まるとしている。それらは，過去の自殺未
遂，家族内の自殺，不幸や孤独の感覚，精神医学的障害や精神疾患，薬物使用や虐待，生活ストレス，
身体的虐待，性的虐待，性指向（LGBT），である。
「親は何をすればよいか」では，我が子が自殺のリスクを負っていると思ったらすぐに行動を起こ
す必要があるとして，次の行動を求めている。それは，子どもが自らを傷つける危険がある緊急事態
ではすぐ病院の緊急処置室に連れていくか，911に電話をすること，子どもから目を離さず自殺の危
険を知らせる兆候を知ること，子どものオンライン上の活動やメッセージなどをモニターすること，
子どもを支援し子どもの話に注意深く耳を傾けること，守れない約束をしないこと，子どもに直接自
殺について考えたことがあるか尋ね，もしある場合はそのリスクがどれくらいのレベルで，どんな支
援が必要かを尋ねること，クライシス・ライン（16）に電話をして助けを求められることを教えること，
などである。
「リスクの軽減」では，自殺リスクを軽減すると考えられる外的要因と内的要因が列挙されている。
「自殺予防とメンタルヘルス資料」では，911コールの推奨をはじめクライシス・ラインとして 5つ
の電話番号が示されている。そのほとんどは週 7日 24時間受け付け可能となっている。
2-3　性的なゆすり
ここでは，まず「性的ゆすり」（17）と「キャパ―」（18）と呼ばれるインターネットを悪用したゆすりの
集団の手口について説明されている。
これらの犯罪に子どもが巻き込まれないために親にできることとして，次の 5点が示されている。
それは，性的な試みのためにテクノロジーを使うことで引き起こされるリスクやゆすりの潜在的リ
スクについて子どもと話すこと，オンライン上で他人を食い物にする者たちからどのように子どもた
ちは自分自身を守ることができるか話し合うこと，自分たちの性的な試みについて子どもたちがきま
り悪く感じるかもしれないときには子どもとの対話の中で理解を示し無批判でいること，有害な状況
から脱するための実際に役立つ段階を提示すること，もしオンライン上で脅迫状やゆすりを子どもが
受けていると思ったら地域の法律機関に連絡すること，である。
おわりに
以上 BC州が保護者に発信しているいじめ防止のための啓発内容を見てきたが，その特色として次
の三点を挙げたい。一つ目は，親としての役割の重要性を繰り返し訴えている点である。いじめの被
害も加害も防止したり最小限にとどめたりできる鍵を握るのは親であるというスタンスはどの資料に
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も貫かれているといえる。そして保護者に対して自分自身の行動の振り返りや人間関係のよきモデル
となることを求めている。二つ目は，啓発の範囲が幅広く包括的な点である。いじめの被害や加害の
兆候からはじまり，学校とのつながり方，頼れる外部機関の紹介，被害者だけでなく加害者や傍観者
も含めた子どもへの効果的なアプローチ，自殺の防止，SNSに関わる留意点や子どもが容易に巻き
込まれやすい性的犯罪の様相に至るまで，いじめに関するあらゆる情報を深く掘り下げて発信してい
ることが確認できた。「それを安全と呼ぶ」においては，成長段階に応じて小学生と中等学校生のそ
れぞれの保護者向けに啓発内容が発信されている。ERASEブーリングのサイトでは，自殺や SNS悪
用の性犯罪に関する徹底的な情報提供と防止のための啓発内容が詳しく発信されている。三つ目は，
保護者の権利を明確にしている点である。特に「それを安全と呼ぶ」の中で詳述されているが，学校
の対応に対しての不服がある場合の正当なアピールの方法を解説し，場合によってはオンブズマンに
訴えることも可能としている。教育省の発信する啓発情報にここまで踏み込んだ内容が盛り込まれて
いることは注目に値し，日本における保護者啓発への示唆に富んでいる。
今後の研究では，日本でも第 3者機関の設置が考えられ始めたことを鑑み，BC州のオンブズマン
制度についてさらに明らかにすることを課題としたい。
注⑴ ERASEは Expect, Respect, And Safety Environmentの頭文字をつなげたもので，いじめを「消す」「解消す
る」という願いが込められている。
　⑵ ダン・オルヴェウス他『オルヴェウス・いじめ防止プログラム　学校と教師の道しるべ』（小林公司，横田
克哉監訳），現代人文社，2013年，94–97頁。
　⑶ Craig, W., D. Pepler., and J. Cummings. BULLYING PREVENTION WHAT PARENTS NEED TO KNOW. （2nd 
ed.）. Tucson: Quickfind Books. 2014.
　⑷ 森田洋司『いじめとは何か　教室の問題，社会の問題』，中央公論新社，2010年，106頁。
　⑸ 砂川真澄「いじめの防止に保護者ができること」『教育と医学』725，2013年，57–63頁。
　⑹ この教育政策は以下で参照できる。http://www2.gov.bc.ca/gov/content/education-training/administration/
legislation-policy/public-schools/safe-and-caring-school-communities（2016年 3月 8日）
　⑺ BC州の学校の安全に関する参考資料は以下で参照できる。http://www.bced.gov.bc.ca/sco/resources.htm
（2016年 3月 8日）
　⑻ 「それを安全と呼ぶ」は以下で参照できる。http://www.bced.gov.bc.ca/sco/elem_callsafe.pdf（2016年 3月
2日）
　⑼ 原版タイトルは“KEEPING YOUR KIDS SAFE from bullying, harassment & intimidation~ Working Together 
to Create Safe Environments for Learning :A Guide for Parents in Grades K-12”。日本語版は以下で参照できる。
http://www.bced.gov.bc.ca/sco/resourcedocs/keeping_kids_safe/keeping_kids_safe_japanese.pdf（2016年 3
月 8日）
　⑽ 原版タイトルは“Internet Safety Tips for Parent”。日本語版は以下で参照できる。http://www.bced.gov.
bc.ca/sco/resourcedocs/internet_safe/internet_safe_ japanese.pdf（2016年 3月 1日）
　⑾ この団体は BC州内の各学校区の親諮問委員会をまとめた組織である。
　⑿ この組織は，1990年代初期に BC州政府の主導で立ち上げられたもので 2005年からは 24時間無料通話サービ
スが開始され，匿名での相談が一対一で支援担当者にできるようになっている。http://youthagainstviolenceline.
com/about.html（2016年 3月 5日）
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　⒀ 「停学に焦点を」は以下で参照できる。http://www.bced.gov.bc.ca/sco/resourcedocs/suspension_resource.
pdf（2016年 3月 5日）
　⒁ The Af filiation of Multicultural Societies and Ser vice Agencies, BC Ministr y of Children and Family 
Development, Enquiry BC, Federation of BC Youth in Care Networks, Immigrant Services Society of BC, 
Learning Disabilities Association of BC, Parents and Friends of Lesbians and Gays, People’s Law School, Youth 
Against Violence Line など。
　⒂ 有益な資料として「安全で思いやりのある秩序正しい学校：ガイド（Safe, Caring and Orderly Schools: A 
Guide）」，「BC州の学校における多様性：フレームワーク（Diversity in BC Schools: A Framework）」，「社会的
責任の BC州評価基準（BC Performance Standards for Social Responsibility）」，「行動規範の州基準（Provincial 
Standards for Codes of Conduct）」，「安全とインターネット（Safety and the Internet）」，「それを安全と呼ぶ
（Call It Safe）」が示されている。これらは教育政策「安全で思いやりのある学校コミュニティ」においても
有益な関連資料として位置付けられている。これらの資料は以下で参照できる。http://www2.gov.bc.ca/gov/
content/education-training/administration/legislation-policy/public-schools/safe-and-caring-school-communities
（2016年 3月 9日）
　⒃ 自殺予防のための電話相談を行う非営利の協会で，BC州内の 13地域の電話相談機関がメンバーになって
いる。http://www.crisislines.bc.ca/（2016年 3月 5日）
　⒄ 「性的ゆすり（sextortion）」は性的画像を送りつけたり，性的行為をウェブ上でやらせたりした上でゆする
行為を指す。
　⒅ 「キャパ―（cappers）」とは，少年少女の画像を取り込むことに時間を当てる者たちのネットワークを指す。
キャパ―は生のウェブルームをモニターし被害者の弱みを握ると，集団で被害者の情報を共有し，被害者に
強要し，画像を保存して仲間内でトレーディング・カードのようにシェアしたり，脅しのメールに使ったり
している。
